
た
く

さ
ん

の
希

望
を

胸
に

新
た

な
舞

台
へ

月
号

４ ４４ ４４ ４４４ ４４ ４４ ４４ ４４４４４４
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
APRIL
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号
月
号

NoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNoNo .......796
796
796
796
796
796
796

広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報
広
 報

令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）
令
和
７
年
（
2025年

）



広報広報

ù７．４．１

１
６
２
５
年
、
丹
羽
長
重
公
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
棚
倉

城
は
２
０
２
５
年
が
築
城
４
０
０
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

町
で
は
、
築
城
４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〜
築
城
４
０
０
年
記
念
主
な
イ
ベ
ン
ト
〜

〇
上
が
る
城

城じ
ょ
う

熱ね
つ

棚
倉
城
フ
ェ
ス
タ

・
日
時

10
月
25
日
㈯

・
場
所

棚
倉
城
跡
本
丸
跡
地

〇
丹
羽
長
重
公
御
入
城
再
現
大
名
行
列
（
仮
称
）

・
日
時

10
月
25
日
㈯

・
場
所

磐
城
棚
倉
駅
〜
棚
倉
城
跡
（
予
定
）

〇
棚
倉
藩
歴
代
藩
主
御
子
孫
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お
よ
び
棚
倉
城
に
関
す
る
歴
史
講
演
会

・
日
時

11
月
15
日
㈯

・
場
所

町
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
棚
倉
城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
期
間

４
月
〜
11
月

お
堀
に
住
む
大
亀
が
水
面
に
浮

か
ぶ
と
決
ま
っ
て
お
殿
様
が
転
封

さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

別
名
「
亀
ケ
城
」
と
も
い
わ
れ
て

い
る
た
め
、
今
も
唯
一
残
る
二
ノ

丸
西
面
の
石
垣
を
亀
の
甲
羅
に
見

立
て
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
し

ま
し
た
。
４
０
０
年
の
数
字
の
色

は
お
城
に
咲
く
「
桜
（
ピ
ン
ク
）
」
、
棚
倉
町
の
花
「
ツ

ツ
ジ
（
赤
）
」
、
築
城
以
前
か
ら
棚
倉
の
町
を
見
守
る

「
ケ
ヤ
キ
（
緑
）
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年

　
　
棚
倉
城
築
城
４
０
０
年

〜
築
城
４
０
０
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
〜



〇日　　時 ４݄12　午前10時～午後４時
〇会　　場　棚倉城跡内
〇主な催し　地域の新商品・新サービス特設ブース、
　　　　　　体験コーナー、デジタル健康測定コーナー、
　　　　　　eスポーツおよびVR体験、アクティビティ体験コーナー
■お問い合わせ
たなぐら商工業魅力発信実行委員会（棚倉町商工会内）　☎33-3161

〇日　　時 ４݄26　午前10時～午後３時
〇会　　場　棚倉城跡多目的広場、阿部正備茶室前、棚倉城跡内
〇主な催し　キッチンカー、物販ブース、周辺商店街との連携企画、
　　　　　　スタンプラリー
■お問い合わせ
　たなぐらまちづくりメイト事務局　☎090-7664-7733

〇日　　時 ４݄７ ʙ５݄25 
〇最寄り駅　磐城棚倉駅
〇そ の 他　詳しくは駅からハイキングのホームページを
　　　　　　ご覧ください。
■お問い合わせ
　一般財団法人棚倉町活性化・観光物産協会　☎33-7886

　町内の花の名所を巡るドライブスタンプラリーを実施しています。対象スポットを巡りスタ
ンプを集めると、商品が当たる抽選に参加できます。この機会にぜひご覧ください。

たなぐらsmileフェスタ

第４回おしろまぁけっと

駅からハイキング ～棚倉城築城400年 

　　　歴史と花のまち歩き～

花の名所を巡るスタンプラリー

春のお出かけ情報

棚倉町桜ドライブスタンプラリー 花の王国ふくしまフラワースタンプラリー
開 催 期 間 ４月10日㈭～27日㈰ ３月19日㈬～６月30日㈪

対象スポット 棚倉城跡、花園しだれ桜、赤館公園 棚倉城跡、花園しだれ桜、赤館公園、
山本不動尊

ホームページ

主 催 一般財団法人棚倉町活性化・観光物産協会 福島県デスティネーションキャンペーン実行委員会

お問い合わせ 一般財団法人棚倉町活性化・観光物産協会
☎３３-７８８６

ふくしまフラワースタンプラリー2025運営事務局
☎０２２-２２４-００１３

スタンプラリー参加・詳細
はこちらから▶

スタンプラリー参加・詳細
はこちらから▶

ホームページ
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令和７年度
当 初 予 算

6,800万円
（対前年度比5億800万円の増）

　令和７年度は「人と緑と歴史が結び
合う幸住空間　躍動　たなぐら」を将
来像とする第７次棚倉町振興計画を実
行する初年度であります。
　予算編成にあたっては、持続可能な
財政構造の確立に努めながら、人口減
少抑制に関する対策をはじめ産業の振
興と活性化、子ども子育ての支援、イ
ンフラの整備など、これからのまちづ
くりや当面の課題に対応するための予
算編成としました。
　デジタル変革をはじめとして、私た
ちの取り巻く環境は今後もめまぐるし
く変化することが予想される中、本町
においては振興計画や第３期棚倉町ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略に基づ
き、各種施策に積極的に取り組んでま
いります。
　引き続き厳しい財政状況でも幸住空
間を実現できるよう各施策に取り組ん
で参りますので、町民の皆様には、一
層の御支援と御協力を賜りますようお
願い申し上げます。

ொ税については、令和７年度の定額減税対象者の減に伴う町民税（個人）の増及び固定資産税（家屋・償却
資産）の増等により、対前年度比10.3％の増額を見込んでいます。

方交付税については、国が示した推計に基づく普通交付税の増等により、対前年度比4.3％の増額を見込ん
でいます。

庫支出金については、児童手当負担金、公立学校情報機器整備費補助金や国宝重要文化財等保存整備費補ࠃ
助金等の増により、対前年度比19.1％の増額を見込んでいます。

ྩ̓予算ฤʹ͋ͨͬͯ

　　 地方消費税交付金（社会保障財源化分） 1億9,017万8千円

　　 社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 17億4,147万3千円
　　　※社会保障４経費とは、年金、医療、介護、子育てを指します。

歳入

歳出

予算概要－歳ೖ

ํ消අ੫ަۚʢࣾձอোݯࡒԽʣ͕ॆ͞ΕΔܦඅͷࠐݟΈ

歳　入

ொ੫
20億6,402万2千円
ʢ25�6ˋʣ

ํަ੫
19億6,807万6千円
ʢ24�4ˋʣ

国ݿ支出ۚ
10億1,180万3千円
ʢ12�5ˋʣ

ொ੫
20億6,402万2千円
ʢ25�6ˋʣ

ํަ੫
19億6,807万6千円
ʢ24�4ˋʣ

国ݿ支出ۚ
10億1,180万3千円
ʢ12�5ˋʣ

ொ࠴
9億7,160万円
ʢ12�0ˋʣ

ொ࠴
9億7,160万円
ʢ12�0ˋʣ

支出ۚݝ
6億86万2千円
ʢ7�5ˋʣ

支出ۚݝ
6億86万2千円
ʢ7�5ˋʣ

ํফඅ੫ަۚ
3億5,095万9千円
ʢ4�4ˋʣ

入ۚ܁
3億9,420万4千円
ʢ4�9ˋʣ

ॾ収入
1億3,076万7千円
ʢ1�6ˋʣ

ෟۚد
3億2,000万7千円
ʢ4�0ˋʣ

ํৡ༩੫
9,083万7千円
ʢ1�1ˋʣ

ͦのଞ
1億6,486万3千円
ʢ2�0ˋʣ
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一般会計 80億特別会計

公営企業会計

歳　ग़

民ੜඅ
17億7,840万5千円
ʢ22�1ˋʣ

૯අ
11億6,289万4千円
ʢ14�4ˋʣ

අ࠴ެ
6億4,052万5千円
ʢ7�9ˋʣ

ҭඅڭ
15億4,633万1千円
ʢ19�2ˋʣ

අ
8億6,130万1千円
ʢ10�7ˋʣ

Ӵੜඅ
6億8,731万8千円
ʢ8�5ˋʣ

民ੜඅ
17億7,840万5千円
ʢ22�1ˋʣ

૯අ
11億6,289万4千円
ʢ14�4ˋʣ

අ࠴ެ
6億4,052万5千円
ʢ7�9ˋʣ

ҭඅڭ
15億4,633万1千円
ʢ19�2ˋʣ

අ
8億6,130万1千円
ʢ10�7ˋʣ

Ӵੜඅ
6億8,731万8千円
ʢ8�5ˋʣ

අ
2億784万4千円
ʢ2�6ˋʣ

අچ෮ࡂ
1億6,348万6千円
ʢ2�0ˋʣ

ͦのଞ
1億418万4千円
ʢ1�3ˋʣ

ফඅ
4億5,245万8千円
ʢ5�6ˋʣ

ྛਫ࢈業අ
4億6,325万4千円
ʢ5�7ˋʣ

民生費は、児童手当費等の増により、対前年度比6.7％の増
額となりました。
教育費は、ＩＣＴ教育推進事業費や施設維持管理費の増により、
対前年度比12.8％の増額となりました。
総務費は、活性化協会費や人口流出抑制事業費等の増により、
対前年度比1.8％の増額となりました。
土木費は、社会資本整備総合交付金事業費や道路メンテナン
ス補助事業費等の増により、対前年度比2.1％の増額となりま
した。
衛生費は、予防接種事業費や東白衛生組合負担金等の増によ
り、対前年度比2.0％の増額となりました。
農林水産業費は、ふくしま森林再生事業費等の減により、対
前年度比18.0％の減額となりました。
消防費は、防災行政無線維持管理費等の増により、対前年度
比27.2％の増額となりました。

予算概要－歳出

会　計　名 予 算 額

国民健康保険特別会計 12億3,599万8千円

後期高齢者医療特別会計 1億7,213万4千円

介護保険特別会計 15億5,910万4千円

霊園整備事業特別会計 70万3千円

上
水
道
事
業
会
計

区　　分 予 算 額

収益的
収　支

収　入 3億6,570万円

支　出 3億5,610万4千円

資本的
収　支

収　入 1億3,008万4千円

支　出 2億6,523万7千円

下
水
道
事
業
会
計

収益的
収　支

収　入 3億3,325万4千円

支　出 3億3,730万5千円

資本的
収　支

収　入 1億6,229万7千円

支　出 2億3,100万1千円

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足
する額は、補填財源で補填するものとしま
す。

簡
易
水
道
事
業
会
計

収益的
収　支

収　入 6,990万4千円

支　出 4,444万6千円

資本的
収　支

収　入 2,931万5千円

支　出 3,823万4千円
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令和７年度の主な事業

˓༮ஓԂૹܴόεɾεΫʔϧόεӡۀߦۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　児童・園児が、安全に安心して通学・通園できるよう支援します。
˓จԽηϯλʔେنվमۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　文化芸術活動の拠点として充実を図るため、舞台照明や舞台機
構等の改修を行います。
˓୨ੴ֞෮ۀࣄچ　�ԯ����ສԁ
　貴重な歴史資源を後世に残していくため、石垣の災害復旧を行
います。
˓୨ொ૯߹ମҭؗࢪઃҡ࣋ཧۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　スポーツ施設の充実を図るため、施設照明のＬＥＤ化更新工
事を行います。

˓ܭࢢըϚελʔϓϥϯվఆۀࣄ　���ສԁ
　持続可能なまちづくりの方針を定めるため、都市計画マス
タープランを改定します。
�ʢಓ࿏උʣ　�ԯۀࣄըਪਐܭ্࣋త෩கҡ࢙ྺ˓���ສԁ
　歴まち計画に基づき、棚倉城跡周辺をはじめとした町道整備
を行います。
˓ੜަ׆௨ରۀࣄࡦ　����ສ�ઍԁ
　JR水郡線や各社路線バスの維持・存続に向けた取り組みなど
を行います。

˓୨ங���ه೦ۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　棚倉城築城400年を記念し、講演やイベントなどを実施します。
˓͖͗ΐ͏ࢧԉۀࣄʢۀىɾۀࣄۀʣ　���ສԁ
　空き店舗を利用した起業・創業者に関する補助加算を行います。
���ສԁ　ۀࣄԉࢧอֶۚฦؐ֬ࡐਓۀا˓
　町内企業に就職した大学生等に対し、奨学金の返還額に対してその一部を補助支援します。
˓͔ͪ͢͜ΌΜԠԉۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　多様な子育て支援の一環として、すこやか赤ちゃん応援金一時金として支給します。
˓εςοϓΞοϓԠԉۚۀࣄڅࢧ　����ສ�ઍԁ
　小中学校入学時および高校入学時のステップアップを応援するため、応援金を支給します。
˓େֶੜ௨ֶࢧԉۀࣄ　���ສԁ　
　町内に住所を有し、公共交通機関を利用して通学する大学生等に、通学定期券購入費用の一部を
補助支援します。
˓ͨͳΒ͠ॅऔಘࢧԉۀࣄ　����ສԁ　
　町内の子育て世帯等が住宅を取得または新築した場合にその費用の一部を補助支援します。

̑　໌Λ͘ਓͱจԽΛҭΉ·ͪʲࢠҭͯɾڭҭɾจԽʳ

̒　ະདྷͷج൫͕ͬͨ·ͪʲجࢢ൫ʳ

ྩ̓　৽ͨʹҎԼͷۀࣄΛ։࢝͠·͢

棚倉町文化センター

道路改良を行った町道
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第７次棚倉町振興計画　基本目標別

�　ઃඋʣࢪڌޫ؍ʢۀࣄըਪਐܭ্࣋త෩கҡ࢙ྺ˓���ສ�ઍԁ
　歴まち計画に基づき、棚倉城跡や赤館公園・馬場都々古別神社周辺において観光拠点施設を整備
します。
˓ਫాӦରۀࣄࡦ　����ສ�ઍԁ
　飼料用米や加工用米等の生産に対して助成を行います。
˓ଟ໘తػࢧۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　தؒࢁҬࢧۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　水路や農道等を維持管理するための地域共同作業を支援します。
˓͖͗ΐ͏ϑΥϩʔΞοϓۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　起業・創業者への支援や企業の人材確保に関する支援などを行い
ます。

̍　ʹ͗Θ͍ͱ͋ྗ׆;ΕΔ·ͪʲۀ࢈ʳ

˓നՏํҬࢢொଜݍඋ߹ࢢொଜ୲ۚۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　白河地方広域市町村圏整備組合に常備消防や広域ネットワーク維持管
理等に係る分担金を負担します。
˓;Δ͞ͱೲ੫ਪਐۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　ふるさと納税で寄附をいただいた方々への返礼品の送付等を行い
ます。

̎　ͱʹੜ͖ͱʹͭ͘Δ·ͪʲڠಇɾࡒߦʳ
築城400年記念歴史講演会

オーストラリアホームステイ

˓ফࢪઃඋۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　小型ポンプ積載車の更新、耐震性地下式防火水槽の整備等
を行います。
˓ߦࡂແઢҡ࣋ཧۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　防災体制の充実を図るため、防災行政無線の操作卓更新工
事を行います。
˓౦നӴੜ߹୲ۚۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　東白衛生組合に廃棄物およびし尿処理業務を運営するため
の分担金を負担します。

̏　҆શɾ҆৺Ͱڥʹ͍͞͠·ͪʲੜڥ׆ʳ

消防団防火パレード

�　ۀࣄਐ૿߁݈˓���ສԁ
　特定年齢の方へのがん検診無料クーポン券の交付や健幸アン
バサダーを活用した健康情報の啓発、各種検診の受診率向上に
努め、健康寿命の延伸に向けた取り組みを行います。
˓༧छۀࣄ　����ສ�ઍԁ
　定期予防接種や新型コロナウイルス予防接種など感染症の予
防に向けた取り組みを行います。
˓ো͕͍ऀ૯߹ࢧԉڅۀࣄ　�ԯ����ສ�ઍԁ
　障がい者福祉サービスの充実を図るため、障がい者の生活・
就労を支援する施策を展開します。

̐　݈͔ͰͤʹΒͤΔ·ͪʲอ݈ɾҩྍɾࢱʳ

健幸アンバサダー養成講座

広報広報
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■お問い合わせ・お申し込み
　保健福祉センター
　☎33－7801　FAX33－7820
（健康福祉課　健康づくり係・高齢者係） ▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

　65歳以上の高齢者の発症予防及び重症化予防を目的としたワクチン接種費用の一部を助成しま
す。なお、対象の方には、個別通知でお知らせします。

　３月４日㈫、東白管内消防職員19名を対象に棚倉消防署にて認知症サポーター養成講座を開催
しました。
　この講座は、認知症に関する正しい知識を身につけ、認知症の人
やその家族が安心して暮らし続けられる地域づくりのため、認知症
を含む高齢者への理解を図ることを目的として開催しています。
　受講した方からは、「認知症への理解が深まった」「認知症の方
への接し方など、今後の活動に生かしていきたい」などの感想があ
りました。
　受講を希望される事業所があれば高齢者係までお問い合わせくだ
さい。

　棚倉町保健協力員につきましては、行政区長様はじめ、地域の皆様からのご協力をいただき活動
を続けてきましたが、令和７年３月３１日をもって制度廃止となりました。昨今、広報やSNSの
利用など時流の変化により、活動の機会が変化していることや再雇用制度により就労されている方
も多く、選出が困難となっていることを受け廃止の運びとなりました。今後は、より一層SNSや
健幸アンバサダーのご協力をいただきながら健康づくりを普及していきます。
　これまでの活動に感謝申し上げますと共に、多大なるご協力を賜り誠にありがとうございました。

対 象 者

１．令和７年度65歳になられる方
２．60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障がいで日常生活が
ほとんど不可能な程度の障がいを有する方（免疫機能の障がいで身体障がい
者手帳１級程度）
３．令和７年度に70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる方
　（令和７年度から令和11年度までの５年間の経過措置）
４．令和７年度において、101歳以上の方（令和７年度のみの経過措置）

※対象者は年度によって異なるため、接種の機会を逃さないようにご注意ください。

使用ワクチン 生ワクチン 組換えワクチン
接 種 方 法 皮下接種 筋肉内接種
接種回数と間隔 １回 ２回（２カ月以上の間隔をあける）
自 己 負 担 額 １回あたり2,500円 １回あたり6,500円

接 種 条 件 病気や治療によって、免疫が低下してい
る方は接種できません。 免疫の状態に関わらず接種可能

�݄�ΑΓଳঢ়᙮ϫΫνϯ͕定期予防接種ͱͳΓ·͢

ೝαϙʔλʔཆ࠲ߨΛ։͠࠵·ͨ͠ʂ

อ݈ྗڠһ੍ഇࢭʹ͍ͭͯ
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保健福祉センターだより

୨ொ͔ͪ͢͜ΌΜԠԉڅۚۀࣄڅࢧͷ͝Ҋ

　令和７年４月から、「棚倉町すこやか赤ちゃん応援給付金支給事業」が始まります。
　お子さんの誕生をお祝いするとともに、今後のすこやかな成長を支援するため、新生児
一人あたり10万円の一時金を支給いたします。詳細は以下のとおりです。

　本事業の開始に伴い、「棚倉町すこやか赤ちゃん応援券支給事業」は廃止となり
ます。
　令和５年５月１日～令和７年３月３１日生まれのお子さんには、令和７年４月以
降に支給予定であった枚数分の金額を口座振込により一括支給いたします。
　なお、４月中に対象の方には文書で通知いたします。

内 容 新生児一人あたり��ສԁを支給

対象となる方
令和７年４月１日以降に出生したお子さんの保護者の方
（棚倉町民に限ります）

申請・支給方法

出生届後に申請書をご提出ください。申請書に基づき給付金を指定の金融機
関口座にお振り込みします。
※申請書は母子健康手帳の交付時にお渡しします。
※オンライン申請も可能です（出産後であれば、出生届前から可能です）。
【提出先】役場福祉係、保健福祉センター（オンライン申請も可能です）

ホームページ

　春の体調不良は自律神経のバランスが崩れることが主
な原因とされています。春は、寒暖差が非常に大きく、
気圧変動も激しい季節であるため、気温、気圧といった
自然の要因に加え、生活環境の大きな変化が自律神経に
影響を与えて体調不良を起こしやすくなります。

　３月11日に、福島県栄養士会
渡邉莉

り か こ
鹿子管理栄養士を講師に、

健康で長生きするための栄養のコ
ツを学びました。

　エネルギーをしっかり摂ること
やタンパク質を補給するために、
魚の缶詰や大豆製品などを上手に
摂るなどの紹介がありました。

①規則的な生活を送る
　朝は日光を浴び、夜更かしや昼過ぎまで眠ることは避
　け、毎日同じサイクルで過ごすことが大切です。
②栄養バランスを考えた食事をとる
③適度に身体を動かす
④体温を調整しやすい服装を心がける

チェックがついた方は要注意！
次のポイントを心がけましょう。

□なんとなく調子が良くない
□体がだるい
□睡眠をとっても眠い
□気分がすぐれない

このような症状
ありませんか？

य़ࣗਆܦͷཚΕʹҙ͠·͠ΐ͏ ӫཆ࠲ߨʮ৯͔ࣄΒ࢝
ΊΔϑϨΠϧ予ʯΛ
։͠࠵·ͨ͠ʂ

Ā



■ お問い合わせ
　 住民課　医療年金係　☎33－2116
　（お手続きは③窓口まで）

ॏෳɾසճडΛݟ͠·͠ΐ͏

͍ئอ͔Βͷ͓ࠃ

重複受診とは・・・同じ病気で複数の医療機関を受診することです。
頻回受診とは・・・同じ病気で同じ医療機関を受診する回数が過度に多いことです。

①同じような検査や投薬・注射など、繰り返し処置が行われ、体への負担や副作用などの
恐れがあります。
②医療機関を変えている間に病状が悪化してしまう恐れがあります。
③同じような検査や処置でも、受診のたびに初診料、再診料を支払うことになるため、医
療費を多く支払うことになります。
④国保加入者の医療費は、皆さんに納付いただく国保税や自己負担でまかなわれます。
　そのため、医療費が増えると国保税額の引き上げにつながります。

重複受診・頻回受診をやめる理由

①かかりつけ医を決めましょう。
②自己判断で服用薬を変えたり飲むのをやめたり、通院をやめたりせず、医師を信頼し指
示を守りましょう。
③体調が悪くないまたは悪化していないのに頻繁に受診するのはやめましょう。
④受診の際は曖昧にせず、気になることは納得いくまで医師の説明を受けましょう。

重複受診・頻回受診を防ぐには

健診で病気を早期発見できれば、受診回数も少なく治療ができます。
また、健診結果から生活習慣を見直し、健康管理を行いましょう。

年に一回の特定健診を受けて健康管理をしましょう

　就職などで国保から職場の健康保険に切り替わった方は、
これまで使用していた国保の被保険者証等は使用できませ
ん。また、マイナ保険証を持っていても、自動的に切り替
わりませんので、手続きが必要です。
　新しい健康保険証ができる前に医療機関等を利用する場
合は、お勤めの事業所で「健康保険被保険者資格証明書」
を発行してもらい、診察を受けるようにしてください。

広報広報
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■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33-2113
　　　　　　　　棚倉町商工会　　　　☎33-3161（起業・創業支援事業のみ）

　町内において、起業・創業（※）をする方に対して、その起業・創業に向けた施設整備や備
品購入等にかかる経費の一部を補助します。
※現在事業を営んでいない方が恒常的な事業所等を確保し、開業の届出等を提出し新たな事業
を開始すること

　事業所等の開設に要する改修費（居住用と共用部分は除く）、備品購入費、使用料（レンタ
ル・リース代）、委託料等、補助対象経費の合計額が５万円以上で町内事業者に支出した経費
に限ります。
なお、今年度から空き店舗を活用した起業・創業に対して補助金額に20万円を上限に加算します。

　条件によって10万円、30万円または50万円を上限に補助します。
　詳細については、お問い合わせください。

起業・創業支援事業

起業・創業を支援します

　求人票だけでは伝わらない自社の魅力等について動画を活用して情報発信しようとする町内
事業者に対し、動画作成に係る経費の一部を助成します。
　作成された動画は、町が行う各種企業支援にて活用させていただきます。

町内に事業所等を有する事業者

15万円を上限に助成します。

助成対象動画を作成するための委託料（シナリオライター費、取材・撮
影費、動画編集およびデータ作成費等）とし、消費税および地方消費税
の額は含まない。

地元企業魅力ＰＲ動画作成支援事業

・人材採用に向けた自社のPRを目的とするもの
・おおむね５分以内の短時間で視聴できる構成のもの
・町が行う各種企業支援事業への使用に同意するもの

企業の魅力を発信する地元企業を支援します

　町外から棚倉町内へ、サテライトオフィスの開設や本社機能などを持ったオフィスを移転し
ようとする企業へ、その開設に係る改修費やテレワーク設備費等の一部（上限100万円）を補
助します。

企業オフィス開設等支援事業

　町内に工場等を新設、増設および移転する事業者に対し、最初に固定資産税が賦課された年
度から３年間、それぞれの割合に応じて奨励金として交付します。

工 場 設 置 奨 励 金

その他支援

補助対象経費

補助金の額

助成対象者

助 成 金 額

助成対象経費

助成対象動画

øø



インフォメーション

民
生
委
員

〇
開
催
日

４
月
14
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

４
月
17
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

一
般
財
団
法
人
棚
倉
町
活
性
化
協
会
、

町
観
光
協
会
、
町
物
産
振
興
会
が
統
合

し
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
新
し
く
「
一
般

財
団
法
人
棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物
産

協
会
」
と
な
り
ま
す
。

〇
事
務
所

町
立
図
書
館
事
務
室
内

〇
業
務
内
容

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

・
町
の
観
光
事
業
に
関
す
る
事
業

・
町
の
農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
関
す

る
事
業

・
そ
の
他
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
各

種
事
業

■
お
問
い
合
わ
せ

☎
33
│
７
８
８
６

ト
ー
ク
の
日

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、４
月
18
日
㈮

で
す
。

行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
・
政

策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自
治
会
、

町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
町
長
が

伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

お
知
ら
せ

４
月
の
心
配
ご
と
相
談

新
組
織
が
発
足
し
ま
し
た

棚倉町タクシー・バス利用料金助成事業
　町では、高齢者や障がい者の方に対する交通手段の確保および負担軽減のため、タクシーおよ
びバスの利用料金の一部を助成しています。

〇助成内容
　１枚あたり300円の助成券を年間120枚
（最大36,000円）助成します。

◎申請書受付後、郵送で助成券を送付します。
◎現在助成券を利用している方は、更新の手
続きは不要です。

○申請に必要なもの
・身分証明書（マイナンバーカード、資格確
認書など官公署が発行する身分証明書）
※代理申請の場合は、対象者と代理人の
２人分必要です。
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
者保健福祉手帳のうちいずれか（持っ
ている方のみ）
・同居の家族以外は委任状

申請窓口　役場産業振興課にて随時申請
　　　　　を受け付けています。
受付時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（土・日・祝日・年末年始は除きます）

　町内に住所を有し、次の①～④のいず
れかに該当する方
①65歳以上（※）で運転免許の資格を有
していない方

②65歳以上（※）で小型特殊自動車運転
免許のみ有している方

③重度障がい者の方
④介護認定を受けている方で、その介護
程度が要介護４または要介護５の方

※令和７年４月１日時点で65歳以上の方
（昭和34（1959）年４月１日以前に
生まれた方）

■上記に加え、町税等を滞納していない
ことが要件となります。

■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33-2113

助成対象者

➡申請

広報広報
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年
金
事
務
所
で
は
、
待
ち
時
間
な
く

相
談
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
前
予
約
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
方
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
、
年
金
証
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
準
備
の
上
、
希
望
日
の
２

〜
３
週
間
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

〇
予
約
受
付
・
受
付
時
間

・
電
話
受
付

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
平
日
の
み
）

日
本
年
金
機
構

予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０
│
05
│
４
８
９
０

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

午
前
８
時
〜
午
後
11
時
30
分

（
土
日
祝
日
を
含
め
毎
日
）

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

白
河
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
27
│
４
１
６
１
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20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
収
入
が
な
く
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
保
険
料

の
納
付
を
後
払
い
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

〇
申
請
方
法

新
た
に
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
要
書
類
を
準
備
し
、
住
民

課
医
療
年
金
係
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
必
要
書
類

①
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
わ
か
る
も
の

②
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
表
・

裏
）
の
コ
ピ
ー

※
す
で
に
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て

い
て
、
在
学
予
定
期
間
が
満
了
し
て

い
な
い
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
納
付

特
例
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

医
療
年
金
係

☎
33
│
２
１
１
６

霜
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
の
た

め
、
５
月
31
日
㈯
ま
で
棚
倉
町
防
霜
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
気
象
情
報
に
注

意
を
払
い
、
凍
霜
害
を
防
止
し
な
が
ら

農
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
霜
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
は
、
午
後
４
時
と
午
後
６
時
10
分
の

２
回
、
防
災
行
政
用
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

春
の
農
繁
期
を
迎
え
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
田
植
え
機
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
安
全
確
保
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
農
作
業

機
を
装
着
し
た
り
、
農
作
業
機
を
け
ん

引
し
た
り
す
る
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

公
道
を
走
行
す
る
場
合
、
大
型
特
殊
免

許
や
け
ん
引
免
許
等
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

年
金
相
談
は
事
前
予
約
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

学
生
の
国
民
年
金
納
付

　
　
　
　
　
特
例
制
度
に
つ
い
て

▲お申し込みは
こちらから

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

凍
霜
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

農
作
業
は
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う

øú
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４
月
６
日
㈰
〜
15
日
㈫
ま
で
の
10
日

間
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

で
す
。

春
か
ら
入
学
す
る
児
童
・
園
児
は
、

道
路
上
の
ル
ー
ル
に
ま
だ
不
慣
れ
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
や

り
を
も
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
た
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
「
信
号
を
守

る
」
「
横
断
歩
道
を
横
断
す
る
」
な
ど

児
童
・
園
児
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
４
月
10
日
㈭
は
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

　地域農業の課題や誰が・どこの農地を耕作するか等を地域で話し合い、将来の地域農業の設計
図をまとめた地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）を策定しました。
　地域計画は産業振興課窓口、町ホームページで確認することができます。

◆農地の貸借手続きが変わります
　４月からは貸借の手続きを以下のいずれかの方法により行うこととなります。

※これまで農業委員会で行っていた、農用地利用集積計画による貸借ができなくなります。
◆地域計画区域内の農地転用や農振除外
　４月以降に、地域計画区域内で農地転用や農振除外を行う場合、あらかじめ地域計画区域か
ら除外する必要があります。そのため、これまでより手続きに時間を要する可能性があります。

【４月から農地に関わる手続きが変わります】

農地法第３条に基づく許可申請 農地中間管理機構を通した契約

　昨年11月に開催しました地区説明会（協議の場）や営農状況意向調査にご協
力いただきありがとうございました。

　地域計画区域からの除外を伴う農地転用や農振除外をする場合は、必ず産業振興課、農業委
員会へ事前相談をお願いします。相談は随時受け付けています。

■お問い合わせ　産業振興課農林係　☎33-2113　農業委員会　☎33-7883

ど
ん
な
と
き
も

わ
す
れ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ

み
ぎ
ひ
だ
り

自
動
車
運
転
中
は
、
周
囲
へ
の
注

意
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
歩
行
者
や
自
転
車
等
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
危
険
を
予
測
し

な
が
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
暗

い
時
間
帯
に
は
、
ラ
イ
ト
の
向
き
を

こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
前
後
左
右
の

安
全
を
確
認
し
、
安
全
に
通
行
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
信
号
や
標
識
を
見

落
と
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。歩

行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
用
品
を
身
に
着

け
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

２月の棚倉町の
交通事故
発生状況

発
生
件
数

１
件

死

者

数

0
人

傷

者

数

１
人

物
件
事
故

21
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

農地が適正に利用されつづけるために

地域計画を策定しました

棚倉町　地域計画 検 索

ホームページ

広報広報
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

幼
少
期
の
集
団
予
防
接
種
が
原
因
で

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
と

そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
個
人
情
報

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
面
で
の
相
談

〇
日

時

５
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
　
　
（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

〇
場

所

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
第
３
・
４
会
議
室

〇
そ
の
他

当
日
会
場
で
の
申
し
込
み

　
　
　
　
　
が
可
能
で
す
が
、
予
約
の

　
　
　
　
　
方
を
優
先
案
内
し
ま
す
。

電
話
で
の
相
談

〇
日

時

５
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

〇
内

容

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
給
付
金
支
給
手
続

　
　
　
　
　
き
に
関
す
る
相
談

〇
そ
の
他

相
談
料
無
料

　
　
　
　
　
（
通
話
料
は
相
談
者
負
担
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
電
話
相
談
先

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

新
潟
・
福
島
・
山
形
事
務
所

☎
０
２
４
│
２
２
３
│
１
１
３
０

Ｂ
型
肝
炎
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

〇
申
込
受
付
期
間

・
医
科
幹
部
、
歯
科
幹
部

５
月
22
日
㈭
ま
で

・
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

５
月
16
日
㈮
ま
で

・
技
術
曹

５
月
16
日
㈮
ま
で

・
一
般
曹
候
補
生

５
月
７
日
㈬
ま
で

・
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
24
│
０
３
７
２

４
月
１
日
㈫
か
ら
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
運
賃
割
引
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

〇
割
引
制
度
の
対
象
者

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
で
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

方
・
手
帳
が
有
効
期
限
内
で
あ
る
こ
と

・
手
帳
に
顔
写
真
が
貼
っ
て
あ
る
こ
と

・
手
帳
に
旅
客
運
賃
減
額
（
第
１
種
ま

た
は
第
２
種
の
記
載
が
あ
る
こ
と
）

※
第
１
種
は
手
帳
の
等
級
が
手
帳
１
級
、

第
２
種
は
手
帳
２
級
ま
た
は
３
級

〇
そ
の
他

健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
④
窓
口
）

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
割
引
内
容
の
詳
細
は
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
33
│
２
１
１
７

▲自衛官募集
ホームページ

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
運
賃
精
神
障
害
者
割
引
制
度

導
入
に
つ
い
て

ø5
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町では、水郡線の利用を促進するとともに、町民のマイレール意識を醸成するため、行政区など
の公共的団体等が行う事業で、水郡線を利用する場合に補助金を交付します。

○補助対象事業・対象者等
　町内に所在する駅で乗車または降車して行う次のいずれかの事業で、10名以上で利用する団
体に水郡線利用区間の旅客運賃全額を補助します。

⑴町が主催または共催する事業
⑵町内保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校が行う学校行事等
⑶行政区が行う教育的活動または文化的活動
⑷その他、公共的と認められる活動（PTA、スポーツ・文化団体等）

○申請に必要な書類等
　交付申請書、行程・参加人数等が分かる資料、請求書、乗車したことが証明できる書類（領
収書等）
　※補助事業を実施する２週間前までに申請が必要です。

■申請・お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎３３－２１１３

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

４
月
10
日
㈭・24
日
㈭

午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室  

※

４
月
11
日
㈮・18
日
㈮・25
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室  

※

４
月
12
日
㈯・26
日
㈯

午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

４
月
24
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

※

４
月
15
日
㈫・22
日
㈫

午
前
10
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

４
月
15
日
㈫

午
後
７
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

４
月
19
日
㈯

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：棚
倉
町
運
動
広
場
）

４
月
９
日
㈬・16
日
㈬・23
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜

キ
ッ
ズ
教
室  

※

４
月
17
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

４
月
11
日
㈮・18
日
㈮・25
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

４
月
22
日
㈫

午
後
６
時
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

会
員
の
方
は
総
合
体
育
館
窓
口
で

更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
も
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

新
規
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
元
気
な

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〇
年
会
費

19
歳
以
上

２
，
０
０
０
円

18
歳
未
満

１
，
０
０
０
円

未
就
学
児

無
料

〇
保
険
料

４
０
０
円
〜
９
２
０
円

（
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

４
月
は
会
員
の

　
　
　
　

更
新
月
で
す

୨ொਫ܊ઢஂମར༻ଅਐิۀࣄॿۚʹ͍ͭͯ
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インフォメーション

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

定
住
意
思
の
あ
る
若
者
・
子
育
て
世

帯
の
、
住
宅
取
得
費
用
等
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
対

象

次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯

・
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
45
歳
未
満
の
婚

姻
世
帯

・
18
歳
以
下
の
子
を
有
す
る
世
帯

〇
助
成
額

最
大
60
万
円

〇
そ
の
他

対
象
と
な
る
方
に
は
、
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
と
併
せ
て
通
知
し
ま

す
。
増
改
築
・
改
修
の
方
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

町
に
お
住
い
の
大
学
生
等
の
通
学
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
対

象

通
学
定
期
券
に
よ
り
通
学

　
　
　
　
　
す
る
大
学
生
等

〇
要

件

公
共
交
通
機
関
の
運
行
距

　
　
　
　
　
離
が
概
ね
40
㎞
以
上

〇
助
成
額

通
学
定
期
券
購
入
金
額
の

　
　
　
　
　
２
分
の
１

　
　
　
　
　
（
月
額
上
限
：
１
万
円
）

〇
そ
の
他

申
請
は
通
学
定
期
券
利
用

　
　
　
　
　
可
能
期
間
の
終
了
１
カ
月

　
　
　
　
　
前
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

地
域
創
生
の
た
め
に
地
域
住
民
の
方

が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
実
践
す
る
事

業
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

〇
対
象
者

事
業
を
主
催
す
る
団
体

〇
補
助
金
額

１
事
業
あ
た
り
30
万
円
を
上
限
に
、

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
の

額
〇
そ
の
他

・
交
付
決
定
前
に
か
か
っ
た
経
費
は
補

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
業

開
始
前
に
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
予
算
枠
、
諸
条
件
な
ど
留
意
点
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化
・
芸
術
等
の

大
会
出
場
者
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

〇
対
象
者

①
東
北
大
会
以
上
に
出
場
す
る
町
内
の

小
・
中
学
生
お
よ
び
町
内
に
住
所
が

あ
る
高
校
生

②
東
北
大
会
以
上
に
出
場
す
る
町
内
出

身
の
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
で
、
保

護
者
が
町
内
に
居
住
す
る
方

③
福
島
県
代
表
と
し
て
国
民
体
育
大
会
、

国
民
文
化
祭
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お

よ
び
国
際
大
会
な
ど
、
特
定
の
大
会

に
出
場
す
る
、
町
内
に
住
所
が
あ
る

方
（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

④
激
励
金
の
対
象
と
な
る
東
北
大
会
お

よ
び
全
国
大
会
に
出
場
す
る
町
内
に

本
拠
地
を
置
い
て
い
る
団
体

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

町
総
合
体
育
館

☎
33
│
３
１
６
０

・
文
化
・
芸
術
に
関
し
て

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎
33
│
０
１
１
１

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
里
山
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
を

行
う
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〇
対
象
事
業

・
里
山
や
里
山
環
境
を
整
備
、
保
存
す

る
た
め
に
必
要
な
活
動
等

・
良
好
な
里
山
づ
く
り
の
た
め
の
研
修

や
啓
発
な
ど
の
活
動
等

〇
補
助
金
額

25
万
円
を
上
限
に
補
助
対
象
事
業
費

（
消
耗
品
費・
燃
料
費・
研
修
費
等
）

の
全
額
を
補
助

〇
受
付
期
限

５
月
30
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

農
林
係

☎
33
│
２
１
１
３

地
域
創
生
推
進
事
業
補
助
金

里
山
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

た
な
暮
ら
し
住
宅
取
得
支
援
事
業

大
学
生
等
通
学
支
援
事
業

補
助
・
助
成

Ｌ
ｅ
ｔ
，ｓ
た
な
ち
ゃ
ん

人
づ
く
り
激
励
金

øþ



インフォメーション

第
10
回
た
な
ぐ
ら
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
中
で
す
。
歴
史
や
文
化
、
食
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
『
棚

倉
町
の
魅
力
』
を
15
秒
間
の
映
像
に
詰

め
込
ん
だ
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
期
間

６
月
30
日
㈪
ま
で

〇
募
集
内
容

・
Ｃ
Ｍ
作
品
動
画
お
よ
び
作
品
紹
介
動
画

・
使
用
す
る
映
像
は
町
内
で
撮
影
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。
（
撮
影
期
間
に

つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
た
作
品
、

応
募
中
の
作
品
は
無
効
と
し
ま
す
。

〇
賞

グ
ラ
ン
プ
リ

１
点

　
　
　
入　
　
　
賞

２
点

〇
作
品
の
活
用

　
　
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
に
つ
い
て
は
、

『
Ｋ
Ｆ
Ｂ
・
東
邦
銀
行

ふ
く
し
ま

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
』
に
町
代
表
作

品
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。

〇
そ
の
他

・
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
肖
像
権
・
著

作
権
等
に
十
分
注
意
し
て
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

棚
倉
町
の
魅
力
を
Ｃ
Ｍ
で
伝
え
よ
う

○
募
集
住
宅

愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
１
階
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
８
年
建
築

中
層
耐
火
３
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
４
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
３
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

小
山
下
北
団
地

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
昭
和
47
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

○
申
込
期
限

４
月
14
日
㈪

午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

５
月
１
日
㈭

○
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

①
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
登
録
制
）

〇
対
象

小
学
生
と
保
護
者（
先
着
20
組
）

〇
活
動

ハ
イ
キ
ン
グ
、
木
工
な
ど

②
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
（
登
録
制
）

〇
対
象

小
学
３
〜
６
年
生（
先
着
20
人
）

〇
活
動

野
外
活
動
、
創
作
活
動
な
ど

※
①
②
と
も
活
動
期
間
は
６
月
〜
２
月

（
月
１
回
）
で
す
。

※
応
募
は
学
校
な
ど
を
通
じ
て
配
布
す

る
募
集
チ
ラ
シ
に
よ
り
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
57
│
５
３
１
０

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

͓ͳ͠ϧʔϜ
〇
日
時

５
月
９
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
小
鳥
の
お
話
〜

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

͘͘͢͢ϧʔϜ
〇
日
時

５
月
13
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

コ
ネ
コ
ネ
し
ま
し
ょ
う

（
小
麦
粉
粘
土
）

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
情
報

５
月

ゴ
ル
フ
愛
好
者
相
互
の
親
睦
と
ゴ
ル

フ
の
健
全
な
普
及
、
技
術
と
マ
ナ
ー
の

向
上
を
目
的
に
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日

５
月
25
日
㈰

〇
会　
　

場

棚
倉
田
舎
倶
楽
部

〇
対　
　

象

町
民
お
よ
び
町
内
在
勤
者

〇
定　
　

員

１
６
０
人
（
40
組
）

〇
参
加
費

１
万
１
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
参
加
費
、
セ
ル
フ
プ

　
　
　
　
　
レ
ー
費
込
み
、
昼
食
・

　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
バ
ー

　
　
　
　
　
付
き
）

〇
申
込
先

棚
倉
田
舎
倶
楽
部

〇
受
付
期
間

４
月
14
日
㈪
〜
５
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
定
員
に
な
り

　
　
　
　
　
　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〇
主　
　

催

棚
倉
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会

〇
後　
　

援

棚
倉
町
、
棚
倉
町
商
工
会

〇
そ
の
他

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
い
た
だ
く
か
、
チ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
田
舎
倶
楽
部

☎
33
│
３
１
９
１

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
　
集

第
16
回
棚
倉
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

広報広報
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日　　時 事 業 名 お よ び 内 容 チケット料金

５月５日㈪
  １回目
開場：午前10時30分
開演：午前11時00分

  ２回目
開場：午後１時30分
開演：午後２時00分

શ੮ࢦఆ
前売券　3,000円
当日券　3,500円

※3歳以上のお子さん
は有料です。

※2歳以下は保護者1
名につき1名まで膝
上鑑賞可能ですが、
座席が必要な場合
は有料となります。

※文化センターのほ
か、チケットぴあ、
セブンチケット、
ローソンチケット
にて取り扱いして
います。

広報広報

øĀ ７．４．１

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン


ඒ
ؗ

ใ

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

※チケット購入後の返金及び交換は一切できません。

■町文化センター (倉美館)
　開館時間　午前９時～午後５時
（毎週月曜日・祝日は休館日。※月曜日が祝日のときは火曜日も休館します。）
■お問い合わせ・お申し込み
　町文化センター　☎33-9610　FAX33-9611

αϯϦΦϑΝϛϦʔϛϡʔδΧϧ

ʙ 4POH�PG�-JGF ʙ
あの人気キャラクターたちが棚倉町に
やってくる！

公演内容の詳細はこちらから▶

TUFホームページ

～♪あなたも倉美館事業の運営に参加してみませんか♪～

「倉美館運営協会 会員募集中！」
　倉美館運営協会は、クラシック・ポップス・演歌などの音楽コ
ンサートや、舞台演劇、ミュージカル、歌舞伎、落語、お笑いス
テージ、映画上映など様々なジャンルの公演を行っています。
　現在、新規会員を募集しています。音楽が好きな方、演劇や芸
能に興味のある方、協会会員として一緒に活動してみませんか？
学生や町外の方も大歓迎です。
　入会費や年会費は無料ですが、公演の際にスタッフとしてお手
伝いいただく場合はボランティア（無償）での活動となります。
　入会をご希望の方は、下記までご連絡ください。

■お問い合わせ・お申し込み
　倉美館運営協会事務局（棚倉町文化センター内生涯学習課文化センター係）
☎33-9610　FAX 33-9611
mail：syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp



Photos

掲載した写真を差し上げます。
身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33-2112

Let’sたなちゃんਓづくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～
各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。
今後も皆さんのご活躍を応援しています。

〇DanceDrill　Winter　Cup　2025　第16回全国高等学校ダンスドリル冬季大会
白
しらいし
石 葉

は
音
のん
さん（学校法人石川高等学校１年）

〇第37回東北高等学校剣道選抜優勝大会　　　　　
稲
いながき
垣 希

の あ
愛さん（白河旭高等学校１年）

〇第48回東北高等学校ハンドボール選抜大会
尾
お
崎
ざき
拓
たく
歩
ほ
さん（学校法人石川高等学校２年）

〇第77回全日本合唱コンクール全国大会、第79回関東合唱コンクール
片
かた
野
の
由
ゆ か
佳さん（都留文科大学２年）

▲白石葉音さん（後列中央）

▲尾崎拓歩さん（前列右から1番目） ▲片野由佳さん（前から２列目右から３番目）

▲稲垣希愛さん
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　春季全国火災予防運動に合わせて、「署団合同
火災防御訓練」が福井地内で行われました。
　訓練は、消防技術の向上、地域の防災体制の確
立と防災意識の向上を目的に行われ、社川河川敷
から出火したと想定し、地域住民による通報訓練
から消防団第３分団による放水訓練までを行いま
した。
　また、今回は初の試みとしてホース26本、総
延長485メートルの長距離中継送水訓練が行われ
ました。

　町文化センターリハーサル室において、令和６
年度修道館大楽の閉講式が行われました。
　式では、208単位を取得した菊地弘美さんに
「生涯楽士」を、100単位以上取得した３名の方
に「奨励賞」をそれぞれ授与しました。
　その後、「イキイキ健康！音読トレーニング」
と題し、一般社団法人日本朗読検定協会音読ヘル
ストレーナー引田さいこ氏による講演会が行われ
ました。

仲間と一緒に楽しくֶ習

全国の点に 地域災体制の確立を図る

　高野小学校が、第21回すららカップの学校部
門（すららドリル学校対抗戦）において全国第
１位に輝きました。
　すららカップは、学校向けICT教材「すららド
リル」の学習者同士が、どのくらい学習に取り
組んだかを競うもので、初参加となった昨年は
第２位に入賞していました。
　高野小学校の池田校長、緑

みどり
川
かわ
真
ま ゆ
由さん、鈴

すず
木
き

彩
さ な
夏さんが役場を訪れ、喜びを報告しました。

3
14 日

月 2
23 日

月

2
26 日

月

৽車両の引き渡し

　役場南側駐車場において、消防団第４分団第
５班および第６班への小型動力ポンプ付積載車
の引き渡し式が行われました。
　町では、老朽化した古い車両から順番に入れ
替えており、両班が使用していた車両はどちら
も20年以上が経過していました。
　式には、消防団幹部と第４分団第５班および
第６班の班員が出席し、宮川町長から原団長に
鍵が贈呈されました。

2
23 日

月

まちの話題

ùø
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　春休み期間中（３月22日～４月６日）、夕方
５時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、近津小学校６年陣

じん
野
の
倫
りん
太
た
郎
ろう
さんが担当してい

ます。
　陣野さんは「話すことが好き。中学校ではコ
ミュニケーション力を伸ばしたい。中学生に向け
た第一歩。」と話してくれました。

　陸上自衛隊に入隊する高
たかはしけん
橋賢斗

と
さん（白河実業

高校塙校舎卒）の激励式が行われました。
　式では、町や協力団体から記念品が贈呈され、
入隊する高橋さんを激励しました。
　高橋さんは自衛隊を志したきっかけを語り、立
派な自衛官になることを誓い、「国のために尽力
します」と力強く抱負を話してくれました。

立派な自衛官を目指して

文化芸術のࡇ典 おうちへؼる時間になりました

　「第47回文化祭合同発表会」が、町文化セン
ターにおいて開催されました。
　町の文化団体連絡協議会に所属する団体を中
心に、それぞれ作品展示や舞台発表が行われ、
日頃の練習の成果を披露しました。
　訪れた人たちは作品・舞台に見入ったり拍手
を送ったりと、文化祭を堪能していました。

3
6 日

月

3
13 日

月

いのちについてߟえる

　東日本大震災の被災日に合わせて、近津小学
校で防災教室「命を考える会」が行われました。
　日本赤十字社の職員を講師に招き、学年ごと
にテーマに沿った防災教育、６年生による調べ
学習の発表が行われ、震災・防災への理解を深め
るとともに、命の大切さについて、学びました。
　また、地震発生時刻に黙とうをささげ、震災
の被害にあわれた方々を悼みました。

3
11 日

月

まちの話題

2 日
28日2 月

3 月
～

広報広報
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修　明　高　校　通　信 －Vol.17－

　修明高校ボランティア愛好会では、先輩方が制作した『いきいきかるた』を継承するため活動として、
『いきいきすごろく』を制作しました。「認知症を予防するためにできることをわかりやすく伝える取
り組みを行いたい」という思いからです。
　『いきいきすごろく』の制作にあたり、実体験をもとに高齢者や介護・認知症予防について知り、学
ぶ機会を持ちたいと考え、町健康福祉課高齢者係、地域包括支援センター、家族介護の会「亀楽の会」
と連携した以下の５つの活動を行いました。

　これらの活動を経て、すごろくのマス目の言葉を検討した後、それらの言葉に合うイラストを作成し
ました。
　制作の過程で、町で昭和14年に作成された商店街すごろくがあることが分かり、このデザインも参考
にしながらすごろく全体のデザインを固め、『いきいきすごろく』が完成しました。
　修明高校ボランティア愛好会は、東白川郡唯一の高校として、「地域の中で私たち高校生ができるこ
とは何か」ということを第一に考え、活動しています。超高齢化社会となった現在、高齢者との地域共
生に向けて大事な『多世代での活動』と『行政・民間との連携』を実現する活動を、私たち高校生が意
見や知恵を出し合い、進めていきたいと思っています。

　修明高校ボランティア愛好会が、令和６年度認知症サポーターキャラバン 自由作品部門 高校生の部に
おいて優秀賞を受賞しました。
　これは、町で実施した認知症サポーター養成講座を受講し、亀楽の会の皆さんと共同で認知症に対す
る理解などについてまとめた活動報告作品
「いきいきすごろく」が優れた作品として
表彰されたものです。
　また、これらの「高校・行政・民間が連
携して推進する高齢者福祉ボランティア活
動」が認められ、第28回ボランティア・
スピリット・アワードにおいてコミュニ
ティ賞を受賞しました。
　いきいきすごろくは町内介護事業所等に
配布し、利用者や介護者に楽しく利用いた
だいております。

ೝ   α ϙ ʔ λ ʔ Ω ϟ ϥ ό ϯɹ༏ɹɹलɹɹ
ϘϥϯςΟΞɾεϐϦοτɾΞϫʔυɹίϛϡχςΟɹΛड͠·ͨ͠

みんなのひろば

１　高齢者疑似体験
２　高齢者買い物支援ツアーボランティア
３　『いきいきくらぶ』でのボランティア
４　『たなちゃんカフェ』でのボランティア
５　亀楽の会の皆さんとの交流会

ùú
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※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、地域創生課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでた（２月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所
髙宮　滉平・千　紘 吏　翔（り　と）山　田
小野　泰基・瑞　生 陽　翔（はると）宮　下
山本　和希・百　花 陽　稀（はるき）日向前

おくやみ（２月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所
大塚　さた 99 舘ケ丘 髙橋　伸春 97 流
陣野　久信 67 舘ケ丘 木シツエ 98 舘ケ丘
藤田　娃子 94 舘ケ丘 藤田　宗男 78 新 町
岸波　文子 94 福 岡 木　清道 94 舘ケ丘
菊地　ノブ 94 舘ケ丘 一関　征枝 83 風呂ヶ沢
和知　則男 70 中山本 須藤　　啓 72 堤
須藤　友喜 86 玉 野 高萩　フク 92 舘ケ丘
渡 きよ子 73 寺 山 橋本　啓司 87 舘ケ丘
木　タイ 88 関 口 髙橋　セキ 84 関 口
緑川　順子 65 漆 草 武地　三郎 94 東中居
木　チヨ 88 日向前 米山　常勝 75 下山本
岸波アキ子 84 山 際 阿部　勇孝 51 流
小林　　誠 68 一 色

　今回は幼稚園・小中学校、高校の卒業式へ取材に行ってきました。卒業された皆さん、おめでとうございます。元気いっぱいの幼稚
園生、ぶかぶかの新しい制服に身を包み初々しい姿の小学生、それぞれの進路へと歩みだす凛々しい姿の中学生、一人前の大人の顔に
なった高校生。それぞれの卒業式でそれぞれの「らしさ」を見ることができました。皆さんが次のステージで活躍する姿をまた取材で
きることを楽しみにしています。（大竹）

編集後記

人の動き 令和７年３月１日現在
人口　12,747人（－36人）　世帯数　5,109世帯（±０世帯）　男性　6,292人（－11人）　女性　6,455人（－25人）

米寿を迎えました

佐藤　武義さん
（金沢内）

昭和12年３月１日生

蛭田甲子雄さん
（上　台）

昭和12年３月１日生

鈴木　和子さん
（戸　中）

昭和12年３月５日生

鈴木　未子さん
（城　跡）

昭和12年３月８日生

尾又　ハツさん
（強　梨）

昭和12年３月10日生

赤坂マサ子さん
（古　町）

昭和12年３月20日生

根本タカ子さん
（漆　草）

昭和12年３月17日生

髙橋　磯吉さん
（　流　）

昭和12年３月17日生

武地　義文さん
（　流　）

昭和12年３月20日生

小松　フサさん
（中　居）

昭和12年３月14日生

二瓶　正夫さん
（西中居）

昭和12年３月23日生

遠藤　哲雄さん
（新　町）

昭和12年３月27日生

中村　金一さん
（八　槻）

昭和12年３月28日生

市川ナミヱさん
（八　槻）

昭和12年３月21日生

みんなのひろば

お詫びと訂正
　１月号12ページ下部「令和６年度コミュニティ
助成事業」の記事の中で、「第５区自治会」とあり
ますが、正しくは「棚倉町第５区」です。
　ここに訂正し、お詫びいたします。

広報広報
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棚倉中学校修 明 高 校

棚倉幼稚園棚倉中学校

近津幼稚園社川幼稚園

社川小学校棚倉小学校

高野小学校近津小学校

卒園・卒業おめでとうございます

広報広報
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11月の健診でむし歯がなかった皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。
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報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

毎日、歯みがき頑
張ってます。

ましこ　めい ちゃん
にいにと一緒に毎日ピ
カピカに磨いてます。

のだ　つむぎ ちゃん
毎日、歯みがき頑
張ってます！

すずき　ゆきは ちゃん
お姉ちゃんと仲良く歯
みがき頑張ってます！

こまつ　りく くん

よく磨けました！

たなぐらスナップ
　３月３日㈪、各幼稚園ではひなまつり会が開かれ、女の子の健やかな成長を願いました。
　ひなまつり会では、男の子がダンスを披露したり、桜餅と白酒に見立てたジュースをみんなで食
べたりとひなまつりを楽しみました。

～ひなまつり～

棚倉幼稚園

社川幼稚園

近津幼稚園




